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１ 学びをつなぐ《探究するコミュニテ
ィ》の実現のために
 カリキュラムに見るつながり
後に載せた「学年プロジェクト全体計画」を見る
と，学びのつながりがはっきりと見て取れる。中で
も大きな特徴は，年に２回設けられている表現の場
である。これは，自分の学年の学びを捉え，実感す
る場でもあり，また，他の学年の表現を見て，自分
の学年の取り組みを振り返ったり，次に生かしたり
する場でもある。近年は，学年プロジェクトの時間
が減少したこともあり，１年次の２回目の表現は２
年次の４月に設けられることもあるが，この表現の
場が，学びを繰り上げる上で不可欠なものと言える。
特に，９月に行われる文化祭は，縦のつながりを
捉えられる絶好の機会である。１年生は，小学校で
の経験を生かして発表に取り組む。ポスターセッシ
ョン，寸劇，ペープサート，クイズなど発表方法は
班ごとに違うが，自分たちが調べたことが聴衆に伝
わるように工夫する。それを見る２，３年生は，こ
れまでの自分たちと比較しながら，的確なアドバイ
スをする。１年生は発表を終え，達成感を抱きなが
らも，２年生の発表と比較し，自分たちの発表が，
方法，内容ともに不十分であることを実感する。２
年生は，昨年よりも中身のあるものにするために，
方法はもちろん，内容にこだわった発表に向けて準
備をする。３年生は，これまでの学年プロジェクト
の活動で培った力を発揮して，学級演劇を発表する。
１年生はただただ先輩の姿にあこがれ，２年生は，
来年の自分たちの姿を想像するのである。表現の場
が設けられ，それを意識することで，学びが広がり，
深まるのである。
これは何も子どもたちに限ったことではない。担
当する学年の教員も，これまでの活動を振り返り，
次の活動をどのように支援していくかを見つめ直す
機会になる。特に，各学年の実践の終わりに掲載し
た，学年ごとの全体計画について話し合う場を設け
ることで，新しく学年に所属する教員も，これまで
の活動の履歴をつかみやすい。どのような願いを持
って教員は学年プロジェクト活動に取り組んでいる
のか，どのような子どもの姿を目指すのかについて
の共通理解は，学年全体で子どもを育てていく意識
を高めることにつながる。この学年ごとの全体計画
は，毎年見直されるべきものである。
 省察に見るつながり
前述の文化祭では，表現の場をより充実した機会
にするためのしかけが二つある。
一つ目は「中間発表会」である。教科の学習にお
いても取り入れられているものである。この「中間
発表会」は形態は違えども毎年行われている。平成
２４年度の１年生は，展示部門とステージ部門の両方
で行った。違う班からの刺激を受けて，発表内容の
見直しが行われた。２年生は２年生全員と全教員，
さらに保護者を招いて，ミニ未来祭を行った。この
ミニ未来祭を実施したことで，子どもたちの中に新
たな疑問が浮かび，文化祭の発表に向けて活動が大
きく展開した。３年生はゲネラルプローベと呼ばれ
る通し稽古を２週間前に行った。他のクラスの監督，
助監督などの四役と，３年に所属する教員が見て，
アドバイスし合うものである。「中間発表会」は，
自分たちの活動を捉え，さらに充実させるためには
欠かせないものである。
二つ目は教師の評価である。本校の学年プロジェ
クトは実行委員が中心となり，子ども一人一人が主
体となって活動するのが特徴である。教員が前面に
出ることは多くない。しかし文化祭では，１，２年
の学年プロジェクト発表の講評と，演劇の講評を教
師が行う時間が設けられている。前者は，本校に赴
任して１年目の教員が，後者は演劇活動の経験があ
る教員が行うのが通例である。子どもたち自身では
なく，教員が評価する場を設けることで，省察の視
点が広くなり，子どもたちにたくさんの気づきと次
への意欲が生まれることを願っている。このように，
子どもたちの学びを教師がどのように捉え，つなげ
ていくかも，学年プロジェクトの課題と言えよう。
（原 有紀）
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２ 全体計画の構造とそれぞれの解説
３年間の学びをイメージする３本のスパイラル構造
図の中の太い３本
の螺旋矢印は，活動
の方向性を表現して
いる。この３本の矢
印は３年間の連続し
た学びとして考える
ならば，本来は１本の矢印で表現されるべきところ
だが，後で述べる学年での目標を図中に加味する都
合上，学年ごとの矢印で表している。
１つのステージの中に描かれているもの
いずれの螺旋矢印
も，２つの大きな活
動のサイクル（以後
ステージと呼ぶ）を
持つ。このステージ
の中では「発意」「構
想」「構築」「表現」「省察」の一連の探究のプロセ
スが意識されている。この探究のプロセスは一方方
向に流れるわけではない。表現の中で新たな発意が
芽生えたり，構想の中にも仲間と検討する途中の段
階でこれまでの活動を省察したりする場合もある。
探究の姿で示す学年ごとの目標
学年プロジェクト
では，学びの姿も子
どもたちの探究する
姿となって表れてく
ることを期待してい
る。その姿を学年ご
との目標としてとらえ，評価する上での観点として
示した。どの学年も探究活動での目標をそれぞれの
発達段階に応じた３つの観点に分析した。はじめの
一つが「発意」「構想」「構築」に関する観点。二つ
目が「表現」に関する観点。三つ目が「省察」に関
する観点である。
学校文化を継承させる異学年間のつながり
各ステージの終盤
に位置付けられてい
る「表現」の場では，
各学年の特色を活か
しながら，その成果
を表明する。特に，
各学年はじめの「表現」の場は文化祭である。ここ
で，先輩や後輩の学びを目の当たりにする。下級生
は上級生の感動すら覚える表現活動に触発され，今
後の自分たちの活動に思いをはせる。そんな文化継
承のサイクルが脈々と受け継がれていることを，そ
れぞれのステージの「表現」を縦軸でつなぐことで
表している。
各学年の特徴的な姿
２つのステージを
つなぐ過程には様々
な特徴がある。その
特徴的な姿を学年で
一つずつ吹き出しと
いう形で表している。
１年生ではテーマ選び，２年生では文化祭から修学
旅行へのつなぎ，３年生では演劇活動へのつながり
と高まりをダイジェストとして書き表している。
学年プロジェクトを支える土台
最後に，これらの
活動を支える組織や
人々について言及す
る。まず，活動の企
画・推進は子どもた
ちによって構成され
ている実行委員会に委ねられている。さらに，これ
らの活動を支援していく教師集団や活動を専門的な
立場からアドバイスしてもらう大学教員，本物の探
究の営みを展開している専門家とのかかわわりなど
によって，本校の学年プロジェクトは支えられてい
る。
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